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成果 触覚センサシステムの開発と応⽤

展開 センサシステムの⾼精度化・⾼機能化

・医療⼿技や農業における収穫作業など、繊細さが要求される
熟練動作の評価には触覚の可視化が有効です。

・本研究室では指先に接着できるくらい薄くて(150μm以下）
しなやかな、接触圧⼒とずり応⼒を測定可能な触覚センサ
を開発しています。

応⽤例１ 採⾎⼿技
の可視化と⼒覚情報
に基づいた穿刺⽀援
システム開発

計測・検査●ウェアラブルセンサによる⼒加減の可視化

概要 フレキシブルセンサによる触覚計測

➀銅張ポリイミドフィルムにウェットエッチング処理
により上下電極形成

➁上下電極に感圧材料をスクリーン印刷法により塗布
➂上下電極を重ね合わせ，フィルムで封⽌

センサ作製の⼀例【⼿作り】

センサの⾼感度化
インクジェットを利⽤した
積層型センサの開発

分布計測センサの開発

透明センサの開発

把持部の接触状態を多点計測にて評価する

応⽤例２ ウェアラ
ブルセンサを⽤いた
⾜底応⼒計測による
歩⾏動作評価

ウェアラブルユニット
触覚センサ

雪路歩⾏時の
特徴抽出
→ 歩き⽅評価

⼒覚センサ 測定回路・A/D

専⽤ソフトウェア

透明な材料で分布
センサを構成

▶研究紹介動画はこちら
➡ https://jtokyo.hirosaki-u.ac.jp/kenkyushoukai/shutten2023/sasagawa-fujisaki


